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電力系統の最：適負荷配分問題
　　　　　　　に対する新しい考察

長谷川　淳＊　小池東一郎＊

　　（昭和46年8月30日受理）

New　Consideration　for　the　Optimum　Load　Dispatching
　　　　　　　　Problem　in　Electrical　Power　Systems

Jun　HAsEGAwA　Toichiro　Koii〈E

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstrac亡

　　　So－called　“an　optimum　load　dispatching　problem　in　an　electrical　power　system”　has

been　studied　in　detail　by　many　investigators，　and　many　useful　results　have　been　obtained

until　now．　However，　these　investigations　are　discussed　the　load　dispatching　problem

only　from　an　economical　point　of　view．

　　　In　our　opinion，　the　most　optimum　load　dispatch　is　one　which　is　as　economical　as

possible　and　which　has　a　sufficient　margin　for　a　steady　state　stability．　We　thinl〈，　there

was　few　discussion　about　the　optimum　load　dispatching　problem　containing　a　steady　state

stability　consideration．　The　most　important　reason　why　such　a　problem　has　not　been

discussed　is　a　fact　that　the　steady　state　stability，　in　the　past，　has　been　understood　only

qualitatively，　and　that　there　was　not　an　adequate　margin　index　whith　caught　the　stability

quantitatively．

　　　1？ormer　days，　we　turned　our　attention　in　this　point，　and　introduced　useful　steady

state　stabihty皿argin　indicesi＞《一5＞．

　　　In　this　paper，　by　considering　one　of　these　indices，　the　most　stable　load　dispatching

problem　and　the　most　optimum　load　dispaching　problem　which　consider　both　economi－

zation　and　stabilization　are　discussed．　And　the　method　of　correction　of　load　dispatch

for　improving　the　stability　is　discussed，　too．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．　緒　　　言

　　　電力系統運用者がその究極の目的とするところは，電力系統を経済的にかつ安定に運転し続

けることにほかならない。電力系統の最適負荷配分問題においても全く同様であり，経済的であ

ると同時に定態安定度的にみて十分余裕のある負荷配分こそが真に最適なものであると考えられ

る。しかしながら現在までのところ，最適負荷配分問題といえば経済性にのみ着目した最経済負

荷配分問題のことをさしており，定態安定度にも着目して負荷配分問題を議論した例は無かっ

た。最経済負荷配分問題に対する研究はこれまで非常に活発に行なわれており，ある程度完成の

域にまで近づいてきていることを考えると，最安定負荷配分問題や経済性と同時に定態安定度を

．＊ @電気工学科　電力工学講座
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も考慮した最適負荷配分間題を研究すべき時期が到来したと考えられる。

　　現在まで安定度を加味した負荷配分問題が検討されなかった大きな原因の1つは，従来の定

態安定度の把握がいわば定性的なものであったことである。つまり，今までは指標等を通して定

態安定度を定量的に把握して取扱うことがなく，したがって定態安定度を目的関数の中に定量的

に組み入れることが無かったのである。

　　筆者等はこの点に着目し，これまでに定態安定度の余裕を示す新しい指標として同期化力余

裕指標1｝4sとLiapunov関数にもとつく余裕指標ハ査とを導入し，それらについての検討を行

なってきだ＞N5＞。さらに，余裕指標を通して定態安定度を定量的に加味した最適負荷配分問題に

ついても検討してきており6）’7＞，本論交はその結果の一部をまとめたものである。

　　尚，余裕指標としてはLiapunov関数にもとつくものMLを使用したが，この理由はただ単

に，λ五の方が定式化しやすいという点にある。

2．考察の対象とする電力系統

　　本論文において考察の魁象とした電力系統は，図暖に示されているように，（n－1）機の火力

発電機が純リアクタンスの送配電網を通して無限大母線（No．　n機と考える）に接続されたもの

である。また，この無限大母線は負荷を代表しているものと考える。図一1においてy就はNo．　i

機の駆動点アドミタンス（i＝kの場合）またはNo．ガ機，　No．ん機間の伝達アドミタンス¢＃の

場合）を示しており，またEiおよびti，‘はNo．ガ機の内部電圧の大きさおよび位相角である。位

相角は無限大母線を基準にとって（それ故，δ，，　111　Oである）示すものとする。一二はNo．∫機から送

配干網へ流出する有効電力を示すが，本論文では山鼠時（定態安定度）を取扱っているので，こ

れは機械的入力と等しいと考えられる。また，純リアクタンス系を取扱っているから，次に示さ

れる需給バランスの式が成立していなければならない。

　　　　　　　　　　　　　　　　P，十P，十…十．P，，一〇　（！）

Eh－18

〃0．／

ε〆ゴ〆

～
ρ7

送

〃。、2
配．

〃0，泥

　げ2ε’

～ メ）2

1 電

無規

／）だ

i 網

5πεノ8η

ル汐、！7一〆

ε〆・玩一ノ

～ ℃ ㍑
ρπ＿／

無限大

　　線

図一1　考察の対象とする電力系統

3．　Liapunov関数にもとつく定態安定度余裕指標砺

　　本論文において使用した余裕指標M．の定義等について簡単に説明する。このことについて

の詳細は筆老等による別の論文3）・5）において述べられているので，これを参照していただきたい。
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　　余裕指標Mzは次式によって定義される。

　　　　　　　　　　　　　　　　　MJ．一Vm。。／VMAX　　　　　　　　　　（2）

ここでVm。xは余裕量を算出したい運転状態における不安定平衡点でのLiapunov関数の値であ

り，Liapunovの定理8＞により安定であることが保証され得る関数値の最大値である。またV1iAX

は無系統負荷運転状態におけるVm。xの値を示している。無系統負荷運転状態とは，電力系統内

のすべての同期機が所望の電圧を誘起し同期を保った運転状態の中で定態安定度的にみてもっと

も安定であると思われる運転状態であり，各同期機の内部電狂の位相角がすべて等しいような運

転状態でもある。電力系統が純リアクタンス系統である場合（本論文で取扱っている系統はこの

範ちゅうに入る〉には，これは各機への機械的入力がすべて零である運転状態となる。

　　Vm。。およびVMAXを算定するためには，適切なLiapumov関数が指定されなければならな

いのであるが，本論文では次の関数を選ぶものとする。

　　　　　　　　V一烈嘱一蹴一・1）＋郎嚥（COSδ以，一COSδ叡，）｝　（・）

ここで，M渉はNo．ゴ機の慣性定数であり，（・）・，iはδ5の時闘に関する導関数を示している。またδ薯

は安定平衡点におけるδ¢の値をあらわし，砺一δ②一δ々である。

　　Vma。およびVMAXはそれぞれ次式で書きあらわされる。

　　　　　　　　　㌦・一ゑ｛一・聯・蒙）＋却恥（COSδ二一COSδ激，）｝　（・）

　　　　　　　　　　　　れ　　　ワる
　　　　　　　　yMAX　mΣΣEi　Efi，　Yof　L．（cosδ謝f－1＞　　　　　　　　　　　（5）
　　　　　　　　　　　　¢聯1た翻1

ここで鍔は着目している運転状態の安定平衡点にもっとも近い不安定平衡点でのδ盛の値を示し

ており，δ望fは同様に無系統負荷運転状態の安定平衡点にもっとも近い不安定平衡点でのδ・iの値

を7下している。

　　耀，鍔，δ響の値はそれぞれ次式を満足していなければならない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フこ　　　　　　　　　　　　　　　！），i一一ΣE¢EんY肌sinδ1ん
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　左漏1
　　　　　　　　　　　　　　　　　i＝1，2，…，Iz．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れ　　　　　　　　　　　　　　　1）i＝一ΣE客EんY齢sinδ族
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　k＝・1

　　　　　　　　　　　　　　　　　’i＝1，2，…，π

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O一ΣE沼んY甑sinδ謝f
　　　　　　　　　　　　　　　　　L一　・一　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　’i＝1，2，…，n

現が常に一定である場合には（5）式から算出されるY］［．NXの値は一定値となる。

4．　最安定負荷配分問題

（6）

（7）

（8）

　4。1　問題の定式化

　　最経済負荷配分問題が電力系統の需給バランスを確保した上で火力発電機の燃料費の総和を

最小にしょうという考え方に立っているのに対し，最安定負荷配分問題は電力系統の需給バラン

スを確保した上で定態安定度的にみてもっとも好ましい負荷配分を求めようという考え方に立っ

ている。この両者は一般に異なった結果を導くのであるが，それらは全く相反するものであると
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いう訳では無い。この両者の導く

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結果が大きく異なってくるかどうか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は系統構成のいかんによって決定さ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　最安定負荷配分問題は，図一1の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　系統において無限大母線の要求して

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いる電力（負荷と考える）が，P，、・＝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一Pn　＝const．と指定されたときに，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定態安定度余裕Mゐを最大とするよ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うな（n－1）機の火力発電機の出力を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　決定すること，と設定される。この

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問題は次のように定式化することが

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　できる。すなわち，制約条件式

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」Pi　一1一　P2＋’”＋一Pn－i　＝：＝　mm　P7t　＝＝＝　）Pre
　　　　　　　図一2　P一　Vmax曲線の一例
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9）

のもとで，（2）式で与えられる目的関数を最大とするような解Pl，　P2，…，　P，，．1を箕出することで

ある。

　4．2　アルゴリズムの概要

　　目的関数が滑らかな関数であれば，ラグラン

ジュの未定係数法やグラディエント減等により容

易に解を見いだすことができる。しかしながら，

図一2に例示されているごとく，この間題における

目的関数は決して滑らかなものではなく，解は一

般に尖点によって与えられる。そのため，単に，

グラディエント法等を適用しても解に達すること

はできない。

　　本論文におけるアルゴリズムは基本的にはグ

ラディエント法であるが，上記の点を解決すべく

ある種の工夫が施されている。計算フローチャー

トは三一3に示されているとおりであるが，瓦の

修正量4瓦は次式によって算出される。

協獄 ＼

＼

、　＼　＼

／

＼＼
ぐ、、　＼ 　　不安定平衡点ろ

A、　壷
、＿＿＿【一7κ

　　／
@／　　／／　　！　’ ／

　　　　　　＼子安定乎便用2

　　＼
_一プ＼

／
　／
^ぐ一不安定平衡点1

＼　　　　　／

＼　／

～ レ／／η獄 を最大とサる点

＼／
妨ノox

o ρ

凪一 �?、讐1激
　　一右｛（・洲一。≒Σ1（（；1一一δ髪）

　　　　i一一　1，　2，　…，　（n－1）

（10）

　　工夫の第1点は収束加速係数島の値をある

きまった規則にしたがって減小させていくことに

ある。尖点が通常のグラディエント法によっては

求められないという理由は次の点にある。すなわ

ち，滑らかな目的関数にあっては解の近傍ではグ

57漁πτ

入力データ

ﾌ　読　込

耕　期　設　定

剣ﾒx　の計算

82，8∬，吻既の計算

ダθ3

　　　　　吻びんく〆5’

@　　　　　　　π6F

Y8＝吻ox，・ρ8ご＝ρビ

だα漏愈乃

∠Pビ　　の　計算

刀6レ

ρ、一ρ8ご＋6。∠ρビ

収束か？

@　ノθ5

R7－0ρ

図一3　最安定負荷配分計算フP一チャート
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ラディエントの値は非常に小さくなるのに対し，解が尖点の場合には解の近傍でもグラディエン

トの値は小さくならないことである。収束加速係数を適当な規矧にしたがって減小させて行くこ

とにより，この難点は実質的にとりのぞくことができる。島を減小させる時点は図一3からも明

らかなように，負荷配分を修正することにより負荷配分修正前に比べてMしの値が減小した時点

である。工夫の第2は4瓦としてただ単に∂ML／∂瓦をとらずに（10）式で算出される量をとった

ことである。これにより制約条件式は

初期設定に際してのみ考慮されれば良

いことになる。何故ならば，（10）式で

算出される修正量の総和は必ず零とな

るからである。負荷配分の初期設定

は制約条件さえ満足されていれば任意

であるが，本論文においてはすべての

発電機・の設定値を等しくPR／（n－！）と

した。

　4．・3数値計算例

　　ここで，簡単な数値計算例をあ

げるものとしよう。とりあげる系統は

fYo．　f

　　　　Pli”u
ガ／ε〆び！

ル／o．2

　　　　ノρ2
r”m7

2×／2

左2εノ8z

a’ w／s

ti’@X25

図一4　2機無限大母線モデル系統

ノ吻．6

無限大母線

らεかづ

　ゾづ

図一4に示されているような2機無限大母線系統であり，各定数は単位法で次のとおりであると仮

定する。

　　　　　　　E，　＝＝　1．5，　E，　＝：　E，　＝　2，　X，，　＝：　1．25，　X，，　：＝＝　O．5，　X，，　＝　O．4

この場合にはP1，　P2は次式を満足していなければならない。

　　　　　　　　　　　　　　　　疑：響：朧｝

種々のP刀に対する最安定負荷配分計算結果の例を表一1に示した。

逐一1　最安定負荷配分計算結果の例

（11）

Pn
（カ．z‘．）

4

6

8

10

12

Pl

（p．u．）

O．5548

1．4793

2．4193

3．3811

4．3828

P2

（／）．lt．）

3．4452

4．5207

5．5807

6．6189

7．6172

ML
（90）

88．42

71．15

54．41

38．19

22．4P一

Ol

（rad．）

O．1555

0．3040

0．4602

0．6324

0．8331

62

（rad．）

O．3121

0．4342

0．5627

0．7015

0．857！

　　　　　　　5．　経済性とともに定態安定度をも考慮した最適負荷配分問題

　5．1　問題の設定および定式化

　　前述のごとく，最経済負荷配分と最安定負荷配分とは全く相反するものであるとはいえない

が，この両老はいわば最適負荷配分の両極端であると考えることができる。その中間的なものと

して，定態安定度余裕Mzをできるだけ大きくし，かつ火力発電機の燃料費の総和をできるだけ
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小さくするような最適負荷配分を考えることができる。この問題は（9）式の制約条件式のもとで

次式に示される目的関数φを最小とするような解IP1，　P2，…，　P，、一1を求めることと設定される。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れ　エ
　　　　　　　　　　　　　　　　　φ一ΣF，（Pi）一P。M五　　　　　　　　　　　（12）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　¢・＝1

ここで瓦（Pi）は火力発電機の燃料費特性を示しており，通常は鳥に関する2次式と考えられる。

またρ。は目的関数中に占める定態安定度のウエイトを示す非負の定数であり，別の見方をすれ

ば定態安定度に対してある種のペナルティを課し，安定度の悪化を防ぐ役割をはたすものとも考

えることができる。p。の値が小さくなれば最経済負荷配分に近い結果が得られ，逆にAの値が

大きくなれば最安定負荷配分に近い結果が得られることは明白であろう。

　　この問題はラグランジュの未定係数法の考え方を導入し，制約条件式を目的関数の中に組み

入れれば，結局，次に示される目的関数ザの鞍点を求める聞題として定式化される。

　　　　　　　　　　　　　　　クじ　ま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マこ　ユ
　　　　　　　　　　　　　砂＝Σ．陽α）客）一声》。Mゐ一2（：　P，一1）R）　　　　　　　　（！3）
　　　　　　　　　　　　　　　i＝一・1　　　　　　　　　　　　　　　　t；1

ここでλはラグランジュの未定係数を示している。

　5．2　アルゴリズムの概要

　　（13）式で与えられる目的関数Ψの鞍点は，次に示す連立方程式の解として与えられる。

　　　　　　　　　　　　1髭∂讐L論f（・1一・Y）一・？L　＝・

　　　　　　　　　　　　　　i；＝1，2，　一・，（21－1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（！4）

　　　　　　　　　　　　∂ψ→　　n－1
　　　　　　　　　　　　π「㍉屋PrP丑

ここで注意を要することはδ薯，碍とP．iとが全く独立な変数という訳ではなく，常に（6）および（7）

式を満足したものであらねばならないということである。つまり実際には，最適負荷配分は（6），

（7＞および（14）式を連立させて解かなければならない。しかしながらこの連立方程式を解析的に解

くことは不可能に近いことである。

　　本論文においてはこの計算を実行するために，計算を次に示すような2つの部分（A＞，（B）に

分割し，解が収束するまでこれら2つの部分を交互に繰返し計算するというアルゴリズムを採用

した。

　　（A）；（B）の計算で得られた（あるいは仮定した）δ彦，鍔のもとで，（14）式を解くことによりλ

および鳥を算出する。

　　　　　　　　　　　　　　　　凡（Pt）＝α汁∂認汁砺P蓼

と仮定すれば，え，鳥は次武で計算される。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れ　ユ　　　　　　れ　ユ
　　　　　　　　　　　　　　　　λ一（Pit一Σ　9iht）／Σha
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i＝・1　　　　　t＝1

　　　　　　　　　　　　　　　！）i＝馬（9t　十　？，）

　　　　　　　　　　　　　　　　　i＝1，2，…，（n－！）

ただし醗および尻は次式で計算される。

　　　　　　　　　　　　　　　9i　・：＝・　2P。（δ卜δ営）／VMAx’bi

　　　　　　　　　　　　　　　属＝！／2砺

　　　　　　　　　　　　　　　　　im1，2，…，（n－1）

｝

｝

（15）

（16）
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（B）；（A）の計算で得られた7，およびP．iのもとで

（6）式からδ馨を，（7）式から碍をそれぞれ算出

する。

　　最適負荷配分計算のためのフローチャートを

図一5に示した。同士において（A），（B）とラベルの

つけられたブロックがそれぞれ上記の計箪部分に

あたる。初期設定の際にはδ卜礫一〇と設定し

た。これは，こう仮定することにより第1回目の

（A）の部分の計算において最経済負荷配分が得ら

れるからである。

　5．3数値計算例

　　最安定負荷配分における計算例と同じモデル

系統（随一4および（1！）式）での計算例を示す。た

だし各発電機の増分燃料費特性を

Il，iglSl£dtlllas．￥i’，：wwi7，1：：IZIg，52［：：：［：ll／（i7）

と仮定し，またP」e　・・4　fX｝．u．］とする。

　　種々のpcに対する計算結果を三一2に示して

いる。同表においてCは各発電機の燃料費中の固

λカデータ
の　読　挙

初期　設定

協ムxの言†算

rA♪λ戸ρこの計算

拓1限条件は　　yes

満足か？

　　刀（9

61

制限燈へ固定

刀6L
収束か？

ぐ8）8£8乞吻齪の計算 yes

87－OP

図一5　最適負荷配分計算フローチャー】・

定費の総和である。Pc－0の行は最経済負荷配分を示しており，　A一。・の行は最安定負荷配分を

示している。Aの増加につれてしだいに安定度余裕Mゐが大きくなってきていることが解る。

また，同田中の＊印は解が振動的となり収束しなくなったことを示している。この計一例におい

ては解が収束しなくなるAの値は1000であるが，これまでに得られている結果によると一概に

この位の値で収束しなくなるとはいい難い。

表一2　最適負荷配分計算結果の例

Pe

（千円）

　o
　O，1

　1
　10

100

300

500

700

900

1000

00

Pl

（P．it．〉

3．3260

3．3258

3．3237

3．3030

3．0905

2．5840

2．0261

1．4105

0．7294

　＊

O．5548

（カ．の

O．6740

0．6742

0．6763

0．6970

0．9095　’

1．4160

1．9739

2．5895

3．2706

＊，

3．4452

F　total

（千円）

24！A十。

241．4十。

241．4十。

241．4十。

243ρ十ご

257．7十。

291．4十。

350．0十。

440．9十。

　＊

468．8十c

Mf．

（90）

45．50

45．50

45．53

45．81

48．74

55．98

64．36

74．08

85．42

　＊

88．42
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6．　定態安定度を改善するための負荷配分修正法

　6．1　問題の概要とアルゴリズム

　　実際の系統の運用に沿って考えてみれば，定態安定度はある指定されたレベルを確保してい

れば十分であることが多く，必要以kに安定性を追求している必要はない。定態安定度がある指

定されたレベルを確保している時点においては，できるだけ

経済性を追求する意味で最経済負荷配分を行ない，安定度が

指定されたレベルを確保できなくなった時点ではじめて安定

度を改善するための負荷配分修正計算を行なうという考え方

が実際的であると思われる。それ故，指定されたレベルにま

で定態安定度を改善するための負荷配分修正アルゴリズムの

開発は非常に有益なものとなる。本節ではこのアルゴリズム

について述べることにする。

　　負荷配分修正計算に対するフP一チャートを図一6に示

している。同図面において．M｝はあらかじめ指定する確保す

べき定態安定度のレベルであり，また9tは次式により計算さ

れる。

　　　　　　σ．、　＝＝∂M。ノ∂P、一2（δトδ御VMAX　　（！8）

　　　　　　　　i　一一　！，　2，　…，　（n－1）

修正の対象となる発電機の選択法には種々の方法が考えられ

るであろう。本論文においては，修正量が一番小さくてすむ

ようにという考え方に立って，俳が最大となる発電機（Noヴ

機と仮定する）と最小となる発電機（No．　fe機と仮定する）と

を選択する方法を採用した。　この場合，負荷配分の修正量：

APと修正後の負荷配分：量Pゴ，裁とはそれぞれ次式で計算さ

れる。

　　　　　　　　饗1懸／（9”一gk）｝（・9）硬玉欝

λカデータ
ﾌ　　議　　込

初朗設定

獅wの計算

8劇8乞吻8κの計算

〃乙≧〃ゴ

@　刀。

夕θ∫

洗の計算　　8アoρ

修正の対象となる

ｭ電機の選択

修正量のさ†算および

�ﾗ配分の修正

四一3　負荷配分修正計算の例

k，s

12．

1．1

！

O．9

0，8

0．7

0．6

0．5

0．4

P1

（p．zt．）

3．119

3．413

3．708

4，002

4．297

4，362

4．362

4．362

4．362

P2

（p．u．）

4，881

4，587

4，292

3．998

3．7e3

3．638

3．638

3．638

3．638

最終のMf．
　　〈90）

45．06

41．31

37．67

34．14

30．74

30．00

30．00

30．00

30．00

計算回数
　（回）

1

1

1

工

1

8

10

12

17
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　6．2数値計算例
　　本節でも前節と同様に図一4，（11）式で示されるモデル系統での計算例を示すものとする。火

力発電機の増分燃料費特性を（17）式とすれば，」）泥購8［ρ，z司に対する最経済負荷配分はP、瓢6．652

［P．u．】，　P，一1．348［ρ．唄となり，このときの定態安定度余裕指標は砥＝0．0838≒8．4［％］となっ

ている。M｝を03－30［％】に指定するものと考えると，負荷配分の修正が必要である。

　　種々の飢に対する計算結果が表～3に示されている。この計算例からも明白なように，k，，の

値の選び方が重要である。すなわち，島があまり大きすぎれば必要以上の修正を行なうことにな

り経済的に損であり，　また逆に㍍があまり小さすぎれば収束までに必要とされる繰返し三等回

数が増大してしまう。これまでに得られた試算例をみる限りにおいては，k、の値としてO．7～O．8

を選ぶのが適当であるといえる。

7。結 言

　　本論文で述べてきた手法を適用することにより，今回検討の対象とした図一1に示されるよ

うな純リアクタンス系統に対しては，負荷配分問題を従来とは異なった新しい観点から検討しな

おすことができるようになった。

　　今後には次のような課題が残されており，鋭意解決したいと考えている。

　　（1）最適負荷配分計算において，pcが大きくとも振動的とはならないで解を得ることができ

るようなアルゴリズムを開発すること。

　　（2）系統の損失をも考慮して本論文に述べた考え方を展開するために，抵抗分を含んだ多機

の電力系統に対して十分満足できるようなLiapunov関数を作成すること。

　　終りに，本論文における数値計算例はすべて北海道大学大型計算機センターに設濁されてい

るFACOM・230－60により計算したものであることを付記して謝辞にかえたい。
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